
キュービクル式高圧受電設備

（老朽化・省エネ対策）

２０２６年７月 制定

盤標準化協議会

キュービクル技術部会

技術資料 ＳＰ－Ｃ０２



目次

１．キュービクル構成・・・・・・・・・・・・・・ 3

1-1 キュービクル主要機器構成 

２．老朽化対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

2-1 事故・故障・老朽化の要因

2-2 機器の劣化故障パターン

2-3 事例① VCB焼損

2-4 事例② 配線用遮断器の焼損

2-5 事例③ 変圧器の漏油

2-6 事例④ 電線の焼損

2-7 事例⑤ 経年劣化による機器故障

３．省エネ対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

3-1 変圧器損失の改善

3-2 アモルファス変圧器の使用

3-3 力率改善

〈はじめに〉

近年、生産設備や情報機器の高度化に伴い、受配電設備への信頼性の要求は益々高まってきてお

り、事故による停電はもとより、瞬時の電圧低下すら許されない状況となっております。 また、地球温暖

化防止のため温室効果ガスの大部分を占めるエネルギー起源である二酸化炭素排出削減の一環とし

て、電気を有効活用し無駄なエネルギー消費を無くす省エネルギー性能の必要性が一層高まっていま

す。 電気の安定供給と省エネは社会活動の中で必要不可欠なものとなっており、主要な供給設備であ

る高圧受電設備にはより高い信頼性とエネルギー効率性が求められています。 このような状況の中で、

キュービクル式高圧受電設備はその利便性から広く使用されております。そのため、老朽化・省エネ等

に対する高い信頼性を確保する必要性が求められています。

上記現状を踏まえ、盤標準化協議会では、

 ・ 長期間安定して受電していただくための老朽化対策 

・ トップランナー変圧器を始めとする省エネ機器などを用いた省エネ対策 

についての具体例をまとめ、より安全にお使い頂けるためのご提案として本技術資料を作成いたしまし

た。 

キュービクル所有者におかれましては、長期間安定して受電して頂くため定期的な機器の更新を含め

た適切な点検、効率の良いエネルギー管理についてご確認いただきますようお願い申し上げます。 



１．キュービクル構成

1-1 キュービクル主要機器構成
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２．老朽化対策

2-1 事故・故障・老朽化の要因

図表１ 事故・故障の要因

設備の老朽化は全体の32.7％と
最大の割合を占めている。

図表２ 事故・故障の発生箇所・部位

事故・故障は「開閉機器」が最も
多く、「ケーブル」、「継電器類」、
「変圧器」、「モーター」などが、
10％前後となっている。

→次ページへ
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２．老朽化対策

2-1 事故・故障・老朽化の要因

図表３ 設備の老朽化が要因である事故・故障の発生箇所・部位

開閉器、変圧器、ケーブル、継電器類の老朽化が進んでおり、点検に際しては、特に注意する必要がある。

（一社）日本電機工業会「何故産業事故は起きているのでしょうか？」（2007）抜粋 

図表４ 設備の老朽化が要因である事故・故障の内容

破損・焼損(31.1%) 、地絡・漏電(29.7%) 、制御不良(17.8%)など、図表４の通り。
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（一社）日本電機工業会「汎用高圧機器の更新のおすすめ」（2019）抜粋

２．老朽化対策

2-2 機器の劣化故障パターン

下図のようなバスタブ曲線で示されるように、使用年数が経過していく
と時間とともに故障率が上昇する区間が現れる。
適切な時期に機器を更新することで老朽化による事故を防止すること
ができる。

→次ページへ
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２．老朽化対策

2-2 機器の劣化故障パターン

機器名称 更新推奨時期（例）

高圧断路器（DS） 20年

高圧交流負荷開閉器（LBS）
屋外用10年
屋内用15年

高圧限流ヒューズ（PF）
屋外用10年
屋内用15年

避雷器（LA） 15年

真空遮断器（VCB） 20年

高圧進相コンデンサ（SC） 15年

直列リアクトル（SRX） 15年

油入変圧器（T） 20年

モールド変圧器（T） 20年

保護継電器 15年

モールド形計器用変成器（VT、CT） 15年

高圧電磁接触器 15年

配線用遮断器（MCCB） 15年

漏電遮断器（ELCB） 15年

低圧電磁接触器・開閉器（MC） 10年

キュービクル内の機器には更新推奨時期があります。
キュービクル本体については、設置場所にもよりますが、最長でも20年
を目安に更新をおすすめします。
また、必要に応じて（一社）日本配電制御システム工業会 発行の
「JSIA-T2001 配電盤の更新推奨時期判定の手引」をご利用ください。

※更新推奨時期は機器メーカーにより異なる場合があります。

参考：JSIA-T2001 配電盤の更新推奨時期判定の手引



状況
高圧真空遮断器（VCB）がひどく焼損し、周囲の機器も燃焼。

原因
機器端子部に多量の埃が積もり、結露・湿気の複合要因が重なっ
て絶縁劣化（トラッキング発生）が促進。
その後、VCBや周囲機器の焼損に至る。
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２．老朽化対策

2-3 事例紹介

適正な時期に機器の交換やメンテナンスを行うことにより、電気設備の信

頼性を維持することができます。

老朽化による機器の破損や電気事故を紹介します。

事例① VCB焼損

VCB背面側 焼損

VCB周辺部 焼損



状況
店舗従業員が出社したときに停電が生じていた。
停電は主開閉器LBSによる遮断動作（PF溶断）によるもので、
主任技術者の調査の結果、MCCB電源側で激しく焼損しており、
母線・分岐用銅バーが溶断し、周囲も焼損していた。
本キュービクルは製造から20年が経過しており、MCCBも製造当
時のままであった。

原因
MCCB電源端子と取付けアングルの間でトラッキングが生じ、低
圧地絡から線間短絡に至り、アークガスが一瞬で爆発的に発生し、
周囲で線間短絡から溶断、焼損に至ったと判断した。
トラッキングの発生は、MCCB電源側端子部に堆積した粉塵や埃
などが結露により、経年劣化と相まって絶縁劣化が生じたことに起
因したと判断した。
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事例② 配線用遮断器（MCCB）の焼損

MCCB拡大

電源側 端子部拡大

焼損MCCB周辺
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状況
変圧器の放熱板の底部溶接部から漏油。
製造より27年経過しており、錆が進行している。

原因
設置環境は屋内の電気室ではあるが、多湿な状況であることから、
経年劣化による錆の進行が相まった漏油である。

事例③ 変圧器の漏油

当該 変圧器放熱板 底部 漏油箇所拡大

状況
ケーブル終端接続部が焼損。

原因
ケーブル終端接続部に埃が積もり、長年の結露・湿気の
複合要因が重なって絶縁劣化（トラッキング発生）が促進
され、焼損。

事例④ 電線の焼損

（一社）日本電力ケーブル接続技術協会 「配電用接続部の基礎知識 2014年改訂版」より



事例⑤ 経年劣化による機器故障
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３．省エネ対策

3-1 変圧器損失の改善

内容
第三次基準トップランナー変圧器では、JIS C4304（1981）規格値と
のエネルギー消費効率の比較において約50％、トップランナー変
圧器第一次判断基準であるJIS C4304（2005）との比較でも約30％

の省エネ効果が期待でき、旧型の変圧器になるほどエネルギー
消費効率が悪くより多くの損失を発生させてしまいます。また、日
本国内での変圧器稼働台数は、2021年度時点で約386万台（油
入351万台、モールド35万台）と推定されています。

下図は従来の変圧器から最新の変圧器（第三次判断基準）に置き
換えたときの省エネ効果を示す。

効果

（一社）日本電機工業会「トップランナー変圧器 第三次判断基準2026 年度スタート」（2024）抜粋 
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３．省エネ対策

3-2 アモルファス変圧器の使用

内容
鉄心にアモルファス合金を使用した、アモルファス変圧器を採用
することで無負荷損（待機電力）を低減することができる。

アモルファス変圧器は、鉄心にアモルファス合金を使用することで、
ヒステリシス損と渦電流損を抑えている。
それにより、待機電力を大幅に削減することができる。

効果

参考（株）日立産機システム カタログより抜粋

<節電効果の例> 
トップランナー変圧器と比較して、
・負荷率50％の場合：28％削減
・負荷率28％の場合：42％削減

アモルファス変圧器 トップランナー変圧器
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３．省エネ対策

3-3 力率改善

内容
基本料金には、力率85％を基準とし、これを上回れば料金が割引
かれ、下回れば料金が割増されるという力率料金制度がある。

力率が改善されると負荷電流が小さくなり、変圧器や配電線などに
よる電力損失が軽減されるため、省エネになる。

効果

基本料金は次の式で算定されます。

基本料金単価(税込)×契約電力×(185－力率)/100

（注）上式は東京電力の高圧契約の場合を表します。契約内容によってはこの

式に当てはまらないものもあります。詳細はご契約されている電力会社へ

ご確認ください。

コンデンサを更新することで以下のような効果を得られる。
・ 電気料金の節減
・ 設備余裕の増加
・ 省エネ、CO2排出量の削減

ただし、コンデンサを常時接続状態にすると、夜間などの軽負荷時に力率
が進みすぎとなることで電圧上昇をまねき、機器の寿命に影響を与える。
三相自動力率調整装置は、必要量以上のコンデンサを自動的に遮断し、
力率の進みすぎを防止する。
これにより、夜間などの軽負荷時の電圧上昇を防止することができる。
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